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今回のテーマは，「暖房の歴史」

１．暖房の方式

暖房：部屋（＝房）全体を暖めること。

┌─個別暖房：室内にストーブなどを個別に設置する方式

└─中央暖房：ボイラや温風炉で蒸気，温水または温風をつくり配管やダクトで室内に分配する方式

　　├─直接暖房：室内に放熱器を設置する方式（蒸気暖房，温水暖房，高温水暖房）

　　└─間接暖房：室外で熱風または温風をつくり室内に送風する方式

　直接暖房の放熱器には放射と自然対流を利用する鋳鉄製放熱器や銅板放熱器，自然対流によるコン

ペクタやベースボードヒータ，ファンの強制村流で放熱させるファンコンペクタがある，他に放射熱

を利用する低温放射パネル，高温放射パネル，赤外線暖房器，遠赤外線暖房器がある．

２．暖房の初め

暖房の起源＝人類による「火」の発見と同時（およそ30万～50万年前）→　約37万年前の北京原人

火の使用＝畏敬の対象，食物の調理，採暖，外敵からの防御，照明　→　生活の幅が広がる

・古代ローマの床下暖房（ハイポコースト）

紀元前95年頃，ローマの建築家ゼルギウス・オラタ（Sergius Orata）の考案によるもの

　中空の以下や壁の中に薪または炭火から発生する燃焼ガスを導いて床面や壁面を暖め，室を暖房

する。アルプスの北側で，良く用いられた。

・溝式床下暖房

　ハイポコーストの発展型と考えられる。

　燃焼ガスを炉から溝を通して室の中央に導き，ここから対角線上を放射状に溝に沿って室の四隅

に送り，それから周囲の壁の下流を流し，最後に壁の内部の遠藤を通って上部へ送る方法。コンク

リート床は一度暖まると熱容量が大きいので，長時間にわたって快適な暖かさを保持できる。この

溝式床下暖房は，姿を変えながら，19世紀に至るまで用いられた。
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温水暖房で循環水に圧力を加えれば，温水温度は大気での蒸発温度100℃を超えて加熱さ

れる。蒸気暖房と同じく，少ない熱媒で暖房ができ，熱効率が良かった。

→　1860年代頃

放熱器と配管が分離（ドイツのケルチング）。配管，放熱器，ボイラの三者でシステムが構

成され，近代暖房の基礎が固まる。

４．日本における個別暖房

縄文時代　竪穴式住居の様々なかたちの炉

奈良時代　火舎（日本最古の火鉢）

室町時代　炬燵，行火（薪の燃焼から木炭などの無煙燃焼へ変化）

鎌倉時代　火鉢

江戸時代　火鉢の装飾性が高くなる。暖房具という以外にも，湯を沸かしたり，調理にも使用。

明治時代　ストーブの輸入開始。

大正から昭和にかけて　石油・ガス・電気ストーブが作られるようになったが，依然として，いろり，

炬燵，火鉢などを使用する家庭が多かった。

第２次世界大戦後　生活様式の洋風化。建物の断熱化や気密化の向上と共に，火鉢に代わり，室内全

体をあたためるストーブや暖炉が普及。

鋳鉄製のダルマストーブ，ガスストーブ，灯油ストーブ，電気ストーブなど

オイルショック後　更に断熱化や気密化が進み，室内空気汚染を起こさない暖房機器が増加。

火鉢：容器の中に灰を入れ，炭火を燃やし手足をあぶり，また室内を暖めるための用具。

　　　古くは，火桶，炭びつ，火びつなどとも呼ばれた。

炬燵：火皿に木炭，炭団（たどん）などを入れ，木製のわく（櫓）に納めたうえで布団で包み，体を

直接暖める形で暖を採るもので，掘り炬燵と置き炬燵の2種類があった。

行火：置き炬燵の一種であるが，櫓の替わりに木製や土製の箱をかぶせたもので，手や足を局部的に

暖めるのに使用された。
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５．５　温風暖房

1885（明治18）年　明治宮殿（皇居）の暖房方式として，重力式の温風暖房の採用

空気を蒸気などで温めると軽くなる浮力対流を利用して温風を循環させる方式

暖房方法として建築の種類により火鉢，ガスストープ，壁付き暖炉および蒸気

暖房を用いた。宮殿では，公用室および事務室は概して壁付き暖炉，私室には

火鉢を用い．表宮段の大部分には蒸気式温風暖房と壁付き暖炉を採用した。

1898（明治31）年　赤坂離宮の建設始まる

　暖房設備と挨気装置を米国から輸入。その他の設備と建築は，宮内省造営局

とすべて日本人嘱託技師による設計施工監理方式の直営工事。暖房換気方式は，

米国の設計事務所に発注。当時，最新の熱源方式としてボイラと蒸気タービン

と発電機を組み合わせて自家発電を行う熱併給発電方式を採用。暖房装置は直

接式と間接式の2種類が採用。
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